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現在 Commercially Pure Titanium (CP-百)と Ti・6Al-4V ELI 合金 (Ti64) が歯科用インプラント材料と
して広く使用されているが， CP-Ti は歯科用インプラント材料として強度が充分とは言えず，百64 は
合金組成に神経毒性や細胞毒性を有する Al. V を含む。さらに CP-Ti や Ti64 の弾性率は顎骨と比較し
て非常に高いため，応力遮蔽を生じる原因となっている。そこで無毒性および非アレルギー性元素に
より構成され，低弾性率である生体用。型 Ti・29Nb-13Ta-4.6Zr 合金 (TNTZ) が開発された。本研究は
TNTZ の歯科用インプラント材料への適用を確立することを目的とし 骨結合能および、骨親和性に関し
て比較検討した。
金属試料は TNTZ に溶体化処理を施した TNTZST，時効処理を施した TNTZAT，対照として， CP・Ti
および、 Ti64 を使用した。形状は直径1.7mm 長さ 8.0mm の丸棒材とし表面性状は鏡面仕上げとした。
イヌ下顎骨に頬側および、舌側の皮質骨を貫通するように各金属試料を埋入した。埋入後 3 か月ないし 6
か月で標本摘出し，肉眼的， X線学的，生体力学的(打ち抜き試験)，組織学的および組織定量学的(骨
面積率，骨接触率)に評価した。
打ち抜き試験において， TNTZAT と TNTZST の打ち抜き荷重は CP-Ti および百64 と比較して高値を
示した。また，組織学的所見において， TNTZAT と TNTZST は CP-百および Ti64 と比較して広範囲で
新生骨と接触しており，周囲は厚い新生骨に固まれていた。さらに TNTZAT と TNTZST の骨面積率と
骨接触率は， CP-百および百64 と比較して高値を示した。
打ち抜き試験から， TNTZAT と TNTZST は CP-百および、 Ti64 より高い骨結合能を有する合金であり，
また，組織学的および、組織定量学的評価より， TNTZAT と TNTZST の高い骨親和性は長期埋入しでも異
物反応を受けることなく，オッセオインテグレーションを獲得していることが明らかになった。





型チタン合金が数多く開発されている。その中で，最も注目される合金として，生体用 β 型 Ti・29Nb・
13Ta-4.6Zr 合金 (TNTZ) が挙げられる。
本研究は TNTZ の歯科用インフラント材料への適用を確立することを目的とし， TNTZAT(時効処理) , 




実験の結果，打ち抜き試験において，刊TZAT と TNTZST の打ち抜き荷重は CP-Ti および Ti64 と
比較して高値を示し，充分に高い骨結合能を有する合金であることが示唆される。また， TNTZAT と
TNTZST は組織学的所見において， CP-Ti および Ti64 と比較して広範囲で新生骨と接触しており，周




TNTZ は， CP-Ti および Ti64 と同等以上の骨結合能，さらに，それらよりも優れた骨親和性を有す
ることが示唆された。また， TNTZ は，低弾性率を有することから，応力遮蔽の抑制が期待される。
以上，本論文は TNTZ の骨結合能および骨親和性を明らかにすることにより，歯科用インプラント
材料として臨床応用の可能性を提示し，学術的に極めて貴重な結果を得ている。よって本論文は博士(歯
学)の学位授与に十分値するものと判断する。
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